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前
田
保
育
園
が
主
催
す
る
交
通
安
全
教
室
が
５
月

23
日
、
北
秋
田
警
察
署
前
田
駐
在
所
の
澤
田
真
巡
査

長
を
招
い
て
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
が
正
し
い
横
断
歩

道
の
渡
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

警
察
官
と
婦
人
警
官
の
制
服
に
着
替
え
た
園
児
た

ち
は
、
澤
田
巡
査
長
か
ら
の
「
横
断
歩
道
の
渡
り
方

は
」
の
問
い
か
け
に
、
「
右
を
見
て
左
を
見
て
手
を

上
げ
て
渡
り
ま
す
」
と
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
横
断
歩
道
で
は
全
員
き
ち
ん
と

渡
る
こ
と
が
で
き
て
全
員
合
格
で
す
。

　

普
段
は
、
一
人
で
横
断
歩
道
を
渡
る
機
会
の
少
な

い
園
児
た
ち
で
す
が
、
こ
の
教
室
で
学
ん
だ
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
や

さ
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

小
さ
な
お
ま
わ
り
さ
ん
が
登
場
で
す

前
田
保
育
園
交
通
安
全
教
室

ぼくたちわたしたち「交通ルール」を守ります

　　　再会を楽しみ思い出話に花が咲きました

ふ
る
さ
と
な
ま
り（
阿
仁
弁
）で
話
も
は
ず
み

　

昭
和
62
年
に
設
立
さ
れ
た
「
東
京
圏
あ
に
会
」
の

総
会
が
5
月
29
日
、
東
京
上
野
「
ラ
・
ベ
ル
オ
ー
ラ

ム
」
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
岸
部
市
長
が
「
阿
仁
地
域
は
資
源
が
豊

富
。
仲
間
意
識
が
強
く
阿
仁
会
と
の
絆
も
深
い
。
今

後
も
ご
支
援
を
」
と
述
べ
、
続
い
て
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
新
会
長
に
山
本
巌
氏
が
選
任
さ
れ
、
前
会
長

の
鈴
木
俊
美
氏
は
名
誉
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
阿
仁
か
ら
届
い
た
ふ
る
さ
と
の
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
近
況
報
告
や
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
部
ワ
カ
社
中
に
よ
る

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
大
好
評
、
最
後
に
全
員
で
「
寒
い
朝
」

を
大
合
唱
、
再
会
を
約
束
し
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第
19
回
東
京
圏
あ
に
会
総
会

ミ
ニ
ト
マ
ト
す
ご
く
甘
い
よ

あ
い
か
わ
保
育
園
の
遠
足

「おいしそうでしょ」ミニトマト

豪
雨
直
撃
を
想
定
し
、
水
防
技
術
を
習
得

大
館
・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練

　

米
代
川
河
川
敷
で
6
月
6
日
、
平
成
17
年
度
大
館

・
北
秋
田
地
区
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
、
各
市
町
村
の

水
防
団
員
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
出
水
期
に
あ
た
り
、
水
防
機
関
の

士
気
の
高
揚
と
水
防
技
術
の
向
上
、
水
防
体
制
の
強

化
を
図
り
、
地
域
住
民
に
対
す
る
水
防
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
は
、
豪
雨
直
撃
に
よ
る
米
代
川
の
氾
濫
を
想

定
し
、
水
流
で
堤
防
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
工
法
や
堤

防
を
越
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
な
ど
の
水
防
工
法

の
技
術
習
得
に
努
め
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
き
び

き
び
と
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

木枠におもしを乗せて水の勢いを弱める「川倉工」

　盛り立て材を礎石の基礎に入れる「鎮定の儀」
　　　　　　　　　　　　  　　

悠
久
の
無
事
を
祈
願
、
23
年
の
完
成
を
目
指
す

　　　

森
吉
山
ダ
ム
定
礎
式
挙
行

　

森
吉
山
ダ
ム
建
設
工
事
の
本
格
化
を
祝
う
と

共
に
悠
久
の
無
事
を
願
い
「
森
吉
山
ダ
ム
定
礎
式
」

が
6
月
4
日
、
関
係
者
や
地
権
者
な
ど
約
４
０

０
人
が
出
席
し
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
ダ
ム
工
事
現
場
を
会
場
に
工
事
請

負
者
主
催
の
「
修
祓
（
し
ゅ
う
ば
つ
）
式
」
、

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
主
催
の
「
現
地

式
典
」
と
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
「
会
場
式
典
」
、
そ
し
て
、
森
吉
山
ダ

ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
主
催
の
「
祝
賀
会
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
式
典
に
先
立
ち
旧
森
吉
町
の
小
学
生
に

よ
る
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
花
を
添
え
る
と
、
木
遣

唄
が
山
間
に
響
き
、
重
さ
３
４
０
キ
ロ
の
黒
御

影
石
で
つ
く
ら
れ
た
礎
石
が
工
事
関
係
者
に
よ

り
式
場
へ
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
県
発
展
の

根
幹
施
設
と
し
て
繁
栄
す
る
こ
と
を
祈
念
し
た

定
礎
宣
言
に
続
き
、
「
鎮
定
（
ち
ん
て
い
）
の
儀
」

等
が
行
わ
れ
、
礎
石
が
ダ
ム
本
体
に
納
め
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
万
歳
三
唱
と
同
時
に
く
す

玉
開
披
、
下
流
域
の
小
学
生
が
参
加
し
て
風
船

が
上
げ
ら
れ
、
盛
大
に
定
礎
を
祝
い
ま
し
た
。

　

森
吉
山
ダ
ム
は
、
昭
和
47
年
の
大
洪
水
を
契

機
に
そ
の
建
設
に
向
け
た
気
運
が
高
ま
り
、
昭

和
48
年
に
は
調
査
事
務
所
を
開
設
、
平
成
3
年

に
一
般
補
償
基
準
の
妥
結
、
平
成
6
年
に
付
替

道
路
工
事
に
着
手
。
そ
し
て
、
平
成
14
年
3
月

に
本
体
工
事
を
契
約
し
、
現
在
の
本
格
工
事
と

な
り
、
平
成
23
年
の
完
成
を
目
指
し
て
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木遣唄とともに340キロの礎石を埋納場所に搬入

せ
ん
て
い

　

あ
い
か
わ
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
５
月
27
日
、
鷹

巣
農
林
高
校
へ
遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
高
校
生
の
農
作
業
実
習
を
見
学
。
リ
ン
ゴ

の
花
の
剪
定
作
業
に
、
「
な
ん
で
お
花
を
取
っ
ち
ゃ

う
の
」
と
質
問
。
高
校
生
は
「
大
き
い
リ
ン
ゴ
を
作

る
た
め
だ
よ
」
と
や
さ
し
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
収
穫
。
こ
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

土
で
は
な
く
、
栄
養
分
を
含
ん
だ
水
で
栽
培
し
て
い

て
、
と
て
も
甘
い
そ
う
で
す
。
最
後
に
牛
舎
へ
移
動
。

牛
を
見
て
「
で
っ
け
ー
牛
さ
ん
だ
」
と
大
き
さ
に
驚

ろ
き
な
が
ら
も
草
を
食
べ
さ
せ
満
足
気
で
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
お
母
さ
ん
手
作
り
の
お
弁
当
と
一
緒

に
自
分
で
収
穫
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
も
食
べ
ま
し
た
。


